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はじめに
本稿は、紫式部と同時代の公卿藤原実資（957～1046）の変体漢文の日記『小右記』
（978～1032）において、どんな助詞がどのように用いられているのかについて考察する
ものである。この場合の助詞とは、漢字で表記されているもののみであって、訓読文に
直す場合に補うもの（補読するもの）は含まない。助詞は、正式漢文には見られない日
本語独自のものが現れていて、変体漢文の一特徴を示すものである。なお、本稿では、
格助詞「の（之）」、連語「てへり（者）」、文末の不読の置き字「矣」などは扱わない。
『小右記』（以下、本文献と呼ぶことにする）は55年にも及ぶ大部な日記である。本
稿の調査に用いた資料（注１）は、一（天元五年正月～長和四年閏六月、982～1015、457ペ
ージ）、二（長和四年七月～治安三年十二月、1015～1023、411ページ）、三（治安四年
正月～長元五年十二月、1024～1032、309ページ）の３冊に分けてある。本稿では調査
の都合上から、一（34年間の記事）を扱う。
本稿で取り上げる助詞は、格助詞「より（自・従）」・「と（与）」・「に（於・于）」、
連語「於（にして）」、係助詞「は（者）」、接続助詞「ながら（乍）」・「て（而）」・「ば
（者）」、副助詞「ばかり（許・計）」・「のみ（耳・而已）」、終助詞「か（歟・乎）」・「や
（哉）」の12語である。
具体例を引用するに当たっては、漢字は可能な限り現行の常用漢字に改めている。又、
例えば「又於御在所　以四十口僧　可令転読仁王経歟」の記事は、長元二年閏二月五日、
195ページの上段にあるので、その所在は（長元２．閏２．５　195上）のように示すこ
ととする。具体例の下線は、筆者清水が付けたものである。語の読みを決定するには、
その語の本文献の中での用法や当時の書記言語生活に用いた『色葉字類抄』（注２）の読み、
他の文献の索引類などを参考にした。訓読文を示す場合は、漢語をカタカナで、和語を
ひらがなで書き、補読は（ ）の中に入れている。
一　格助詞
本文献に見られる格助詞は、「より（従・自）」・「と（与）」・「に（於・于）」の３語
である。ほかに、連語として「にして」（於）がある。
１　格助詞「より（自・従）」
本文献における格助詞「より」は、自269例・従85例であり、自の使用が約79％、従
のそれが約21％を占めている。『色葉字類抄』には「依ヨリ・ヨル因（42字省略）従自（24
字省略）与已上依也（ 辞字上　前田本116オ６）とあり、71字中45番目・46番目に載って
いる。
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「より」の用法は、自が（1）起点を示す場合　（2）経由を示す場合　（3）手段を
示す場合　（4）比較を示す場合の四つあるのに対して、従は（1）起点を示す場合のみ
である。「より（自・従）」の後ろに来ている語は、名詞・代名詞・数詞などである。次
に、文字別・用法別に具体例をいくつか示すことにする。
Ａ　自（より）（269例）
（1）自（より）が起点を示す場合（260例）
○人々云　火起自温明殿　神鏡　太刀并啓不能取出云々 （寛弘２．11．15 206下）
○自出雲権守許送書札 （長徳２．５．３　116上）
○自昨酉剋許　心神和乱　身熱辛苦 （長保元．９．14 151上）
○（相撲）自四番至九番右勝歟 （長和２．７．29 337上）
○今日左衛門督称陽病　自途中退去如何 （長和２．９．27 361上）
○以頭中将令申返事　其詞　只自此可令申之由也 （長和５．閏６．13 454上）
（2）自（より）が経由を示す場合（５例）
○乗車自間道可被参皇太后宮者　仍乗車自別路被参也 （長和２．１．10 299上）
○出御陽明門　更自大宮大路登［北］ 更折東自上東門大路赴東
（長和３．４．９　374下）
（3）自（より）が手段を示す場合（２例）
○是各前種々捧物自船運如例 （長和５．５．13 437下）
（4）自（より）が比較を示す場合（２例）
○大臣云　汝聞早参由　而自我遅参如何 （長和２．１．14 300下）
○至守近　不可改定之由雖有迎事　因幡已下国々劣自丹波等国々　仍丹波等四ケ国所改
定也 （長和４．５．３　432上）
Ｂ　従（より）（85例）
「従（より）」は先述したように、（1）起点を示す場合、のみに用いられている。「従
（より）」の後ろに来ている語は、名詞・代名詞である。代名詞は、彼是（かれこれ）１
語である。
○先勤彼役　従御社被参斎院　有何事乎 （寛弘９．４．23 256下）
○左相国着直衣　従台盤所出居殿上侍所 （寛弘８．９．21 249上）
○三十講従明日可被始者 （寛弘９．６．５　275下）
○今日傅大納言云　冷泉院従去夕頗減気御座者 （寛弘８．８．６　233上）
○資平云　昨日　左相府騎馬　従昏渓路登山　為被訪入道馬頭　夜中従西坂退下云々
（寛弘9．4．6 252下）①
○入夜清賢師従鎮西来談雑事 （長和３．６．25 393下）
○早旦従彼是許告送云　左相府自去夕俄被重悩云々 （寛弘９．６．１　273上）②
以上から、本文献における格助詞「より」は、用例数・用法の点で自の方が従よりも
主として用いられている。先述したように従の用法は、自のそれの四つの用法のうちの
（1）起点を示す場合のみである。又、同じ日の記事に「より」が２回出てくる場合、上
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記の具体例①②のように、従・従、従・自の２型があり、変字法を常に用いるとは限ら
ない。
2 格助詞「と（與）」（用例数14）
格助詞「と」は、『色葉字類抄』に「與ト与及将泉已上同」（前田本　上ト辞字58オ７）
とあり、本文献の與は初出の漢字である。次の具体例に見られるように、「Ｘ與Ｙ」の型
を殆ど取り、Ｘ・Ｙは共に名詞（又は、名詞相当語）である。Ｘは主語に当たり、「と」
は主語の動作の及ぶ相手を示している。「ＸはＹと～する（又は、～である）」という意
味で用いられている。
○左中弁経通與資平　寔雖云兄弟　資平已為予子　不可謂兄弟
（長和２．１．18 303下）
○中納言頼通列立射場　父丞相與子納言　相対列立　似便無（長和２．１．24 305上）
○多事難記　但院司所申與国司所申　已以相違 （長和４．４．19 425上）
○入夜興福寺別当僧都来談　東大寺與興福寺聊有事云々 （長和４．４．28 429下）
なお、主語に当たるＸが表面に出ていない場合（直前又は以前に一度登場している場
合）は、次のような例である。
○亦云　與少将朝任　於西中門辺清談 （寛弘９．６．８　277上）
○阿闍梨守聖一昨逝去云々　守聖故太政大臣子　與大納言斉信為兄弟
（長和４．４．12 422下）
３　格助詞「に（於・于）」と連語「にして（於）」
格助詞「に」は『色葉字類抄』には載っていない。が、本文献に見られる於・于両字
の用いられ方を検討した結果、構文上「に（於・于）」と「にして（於）」に当たる所に
使われている。於・于の両字について、構文の型別に具体例を見ていく。
Ａ　格助詞「於（に）」（301例）、連語「於（にして）」（445例）
１．（Ｓ）ＶＸ於Ｙ　―（Ｓ）（は）Ｘ（を）ＹにＶする（275例）
Ｓは主語で、明示されている場合とそうでない場合とがあり、人に関する名詞が殆ど
である。Ｖは述語で、動詞（又は動詞相当語）である。ＸもＹも名詞である。「に」は、
主語の動作の及ぶ対象を示している。
○［伝］聞　左大臣昨日被献馬二匹於院云々 （永観３．１．26 55上）
○少輔匡衡取副擬文於笏 （長徳２．10．13 127下）
○以五位五六人　令置卿相捧物於 台　亦令置宮御捧物於同台
（寛弘９．３．17 268上）
○但松明事　給宣旨於山城国了 （長和４．４．20 426上）
２．（Ｓ）Ｖ於Ｙ　―（Ｓ）（は）ＹにＶする（26例）
Ｓは主語で、明示されている場合とそうでない場合とがあり、人・動物を示す語であ
る。Ｖは動詞（助動詞の付いたものも含む）、Ｙは名詞である。「に」は、動作の及ぶ対
象を示している。
○又云　左府被参入於御宿所 （長和２．７．１　325上）
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○昨日左府被参法性寺　入堂之間　 落於堂上 （寛弘９．６．11 278上）
○　只今帰参於内可迎也 （寛弘８．７．17 229上）
3．（Ｓ）於ＹＶ　―（Ｓ）（は）ＹにしてＶする（206例）
Ｓは主語又は主題で、明示されているとは限らないが、人・行事などである。Ｖは、
動詞（助動詞の付いたものも含む）である。この型の於は動作の行われる場所を示して
いる。Yは建物・門・庭・座・地名などを示す語である。
○去夕　左府随身右近番長身人部保友　於偉鑒門前被射殺（寛弘２．２．17 17 ８上）
○今日左相府於辛崎解除 （寛弘９．９．17 294下）
4．（Ｓ）於ＹＶＸ　―（Ｓ（は）YにしてＸ（を）Ｖする（222例）
この型は、上記３に目的語の加わったものである。Ｓ・Ｙ・Ｖは、前記３と殆ど同じ
である。Ｘは目的語に当たる名詞である。
○天気頗勝　仍令撤却御前幄　了召使等　於滝口辺発歌笛声如例
（永観３．３．26 62下）
○従明日［以］七僧於禁中被行薬師法 （長和４．４．30 430下）
Ｓが主題を示している場合は、次のような具体例がある（６例）。いずれの例も、文末
に指示代名詞「之（これ）」がある。
○今日故院御周忌法事　於円教寺修之 （寛弘９．５．27 271下）
○今日仁王会於太政官被行之 （長和３．３．24 371下）
5．（Ｓ）於ＹＶＸ　―（Ｓ）（は）ＹにしてＸ（に）Ｖする（６例）
Ｓ・Ｙ・Ｖは、前記4の場合と殆ど同じである。Ｘは、人（予・内記・頭弁・左大
弁）・念誦・船などの名詞である。但し、Ｖは、奉仕・問・相逢・令持（もたしむ）な
ど、「に」格を取る動詞である。
○参内　於陽明門内相逢頭弁 （長和２．７．17 332上）
○今日帥宮被向左府宇治第　卿相殿上人挙首追従　於川尻乗船云々
（長和３．10．25 400上）
６．（Ｓ）於ＹＶＸＮ　―（Ｓ）（は）ＹにしてＸ（を）Ｎ（に）Ｖする（１例）
○少時左大臣退下　於侍所下文書等於左大弁 （長和３．５．24 389下）
この例は、Ｘにの「に」に相当する文字「於」がある例である。訓読文は、「侍所にし
て文書ら（を）左大弁に下す」となる。
７．於ＹＳＶ　―ＹにしてＳ（は）Ｖする（40例）
この型は場所を示す語Ｙ（名詞）が先に来て、その次に主語を示す語Ｓ（名詞）が来
る場合である。
○於本宮卿相名謁 （寛弘９．７．８　285下）
○於仗座右金吾将軍良久清談 （長和２．９．８　351下）
８．於ＹＳＶＸ　―ＹにしてＳ（は）Ｘ（を）Ｖする（９例）
この型は、上記7の型に「を格」を取る目的語Ｘが付いたものである。
○於階下三丞相披読都督書 （長徳３．10．１　138上）
○於東参条院西門外　神祇官献御麻了 （寛弘２．11．27 208下）
９．於ＹＳＶＸ　―ＹにしてＳ（は）Ｘ（に）Ｖする（１例）
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この型は上記８と同じであるが、Ｘが「に格」を取るものである。
○諸卿列立之間　於南殿光栄朝臣奉仕反閉 （長和３．５．16 385上）
以上から本文献における於は先述したように、格助詞「に」（目的格）と動作の行われ
る場所を示す「にして」とに大別される。構文の点では、前者は二つ（１・２）、後者は
七つ（３～９）の型に分類できる。
Ｂ　格助詞「于」（に）」（33例）
于は於に比べると、用法も限られ、延べ語数も少ない。
１．至于Ｙ　―Ｙに至（つては）（14例）
Ｙは名詞（又は名詞相当語）で、事儲・飛騨解文・尚書・家隋身・勅使・殿上侍臣ほ
か事物や人に関するものがある。～に関しては、の意味である。
○至于阿闍梨解文　其闕三人　慈覚智証従各可進三枚解文 （天元５．３．26 19上）
○仍相議云　大臣以下御判一同可賜者　於仗座同共可賜　上 御判給了　至于下 於
仗座加署　可無便者 （正暦４．11．１　96上）
２．于今　―今に　（11例）
「于今（今に）」は、今に至っても～でない（又は～だ）という意味で用いられてい
る。
○今夏飢饉無極　于今不止　不可有楽之年也 （長徳３．７．28 135下）
○申云　依甚雨　于今不参 （長保元．10．11 153下）
○伝聞　今日尊子内親王薨奏云云　于今延引如何 （永観３．５．27 69下）
○但紀元武罷下但馬国　于今無音　是父府生保方所為也 （長保２．９．21 359上）
３．于時　―時に　（１例）
「于時（時に）」は副詞的に文頭に用い、丁度そのときに、の意味である。
○御装束了　于時［出］御大極殿高座 （永観２．10．10 32下）
４．（Ｓ）ＶＸ于Ｙ　―Ｘ（を）ＹにＶする（７例）
この型は、於の型の１に対応するものである。Ｙは動作の及ぶ対象を示しており、「に
格」に当たる。Ｙは、人・建物・地名などを示す名詞である。
○送摺袴于使左中将道雅許 （長和４．４．24 429上）
○次出御　供御輿于南殿　鈴奏給 （長和３．４．９　374下）
○即遣使官人于淀津　任彼寮申立［旨］可封上之由被迎下了者
（長和５．６．12 445下）
以上から本文献における於・于は、於が格助詞「に」・連語「にして」を担い、于が
固定的に「至于」（～に至つては）・「于今」（今に）・「于時」（時に）を主として担って
いる。
次に同じ月日の記事に、於・于の両者が出てくる場合を取り上げる。
○是先案内于相府　命云　立百高座於大極殿　任前々例可行者　（中略） 若於御簾外
可令読奏歟　（中略） 於簾外令読奏宣歟 （長和５．５．６　433下）
○今日山科祭　仍無御灌仏事　於家灌仏如例　去夜中宮被呼入式部卿親王于簾中
（長和４．４．8 421下）
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前者は于（に）・於（に）・於（にして）・於（にして）、後者は於（にして）・于（に）
と用いられている。これは、目的格「に」を于・於（変字法）で、動作の行われる場所
を於で示すことによって、書き分けたものと考えられる。
二　係助詞
「は（者）」（９例）
文字として表記されている係助詞は、「は（者）」のみである。『色葉字類抄』には「者
ハ　」（前田本　上ハ辞字28ウ4）とある。次のように用いられている。
１．至Ｘ者　―Ｘ（に）至つては（１例）
○示送云　（中略） 至金吾者 可被任直物次歟者 （長徳２．９．９　124下）
２．不Ｖ者　―～せずは（３例）
○答云　（中略） 絹布米者従茲可奉之　内府不被執行者 禅林寺僧都一向可被行歟
（長和4．4．29 430上）
○彼御経不足者 可隋身経之由　可迎所請僧歟 （長和５．５．12 437上）
この「…ずは」（…不者）は、仮定の順接条件「もし…しない（又は、ない）ならば」
という意味を表している。
３．Ｘ者　―Ｘは（２例）……Ｘが形容詞の場合
○奏云　所労相扶宜者 可参入由　内内所申也 （長和２．３．22 319上）
○今年節会猶可有御出歟　但御物忌固者無御出　有何事哉 （長和３．11．22 406下）
この場合も、上記２と同じく順接の仮定条件を表している。
宜者（よろしくは） 固者（かたくは） 下）
４．Ｘ者　―Ｘは（３例）……Ｘが名詞の場合
○除目者冷泉院之除目 （長徳３．７．９　135上）
○召詞云　左乃近官乃源朝臣者権大佐三箇字落 （長和３．正．７　363上）
この場合の「者（は）」は、主題を示している。
上記の例から係助詞「は（者）」は、Ａ．～に関してはという意味（１・４）、Ｂ．仮
定の順接条件「もし～しないならば」（2）・「もし～ならば」（3）という意味、の二つ
の用法で出現している。
三　接続助詞
本文献に見られる接続助詞は、「ながら（乍）」・「て（而）」・「ば（者）」の3語であ
る。『色葉字類抄』には、「乍ナカラ」（黒川本　中ナ辞字36ウ５）とある。「て」・「ば」
は載っていないが、使用例を検討した結果、そのように用いられている。
１．接続助詞「ながら（乍）」（74例）
「ながら（乍）」の用法は、「乍Ｖ１Ｖ２」（Ｖ１しながらＶ２する）の構文で、二つの
異なる動作が同時に行われていることを示している。Ｖ１・Ｖ２の動詞は、驚（おどろ
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く）・立（たつ自動詞）・居（ゐる）・座（ザす）・悦（よろこぶ）ほか、色々なものが
ある。もう一つの用法は「乍ＮＶ」（ＮながらＶする）の構文で、Ｎが名詞・数詞の場合
である。Ｎを丸ごと全部、という意味で用いられている。名詞は書杖・花足・御馬・本
座など、数詞は二通・両杖・両宮・三枝・両（ふたつ）などである。
1．乍Ｖ１Ｖ２　―Ｖ１しながらＶ２する（64例）
○午時許　火見南方　其程遼遠　少選下人走来云　内大臣家者　乍驚乗車馳向
（正暦６．正．９　102上）
○左右衛門督参入　余相逢　右衛門督乍立良久清談 （長保元．12．６　162下）
２．乍ＮＶ　―ＮながらＶする（10例）
○答云　乍二通加封所授也　為之如何 （寛弘８．正．29 216上）
○資平所課三枝　一枝銀籠　今二枝竹籠者　然而乍三枝可作銀籠云々
（長和２．９．20 359上）
２．接続助詞「て（而）」（17例）
接続助詞「て（而）」は次のように、動詞（助動詞などが付いたものも含む）と動詞
（助動詞などが付いたものも含む）、句と句などを順接する場合に用いられている。
○被迎云　任法可糺行者　須召保輔而宣也 （永観３．３．27 63上）
○在陣之間　右府耳語春宮大夫有驚奇気色　仍問右府　秘而不語　再三問
（寛弘９．８．17 292下）
○仍以史致孝仰遣弁許也　驚而成勘文所持来耳 （長和５．５．11 436上）
次の例は、原因・理由を表す依（～によつて）の「て」に相当する箇所に而が用いら
れたものである。
○被任大将之事　先預兼日被仰其人　然後被任者也　依有其儲而当日被任　未知之事也
（正暦６．６．21 107下）
３．接続助詞「ば（者）」（１例以上）
接続助詞「ば」（者）は、次のように「しかれば」（然者）とあり、「そうであるので」
という順接の確定条件を表す場合に用いられている。
○奉親朝臣申云　昨日申案内於相府　命云　明日可被奏祭雑事由之　内内除服尤佳事也
七日然者被参入歟　且為悦由可伝示者 （長和４．４．６　420上）
四．副助詞
本文献における副助詞は、「ばかり（許・計）」と「のみ（耳・而已―文末用法）」とで
ある。『色葉字類抄』には「許ハカリ」（前田本　上ハ辞字30オ６）とあり、計の方は載っ
ていない。しかし、室町時代の『饅頭屋本節用集』（注３）になると、逆に「計ハカリ」（17－
２）しか載っていない。「ばかり」は、（1）時刻・長さ・量・人数などを示す語（数詞）
や程度副詞の後ろに付いて、大体それくらいであることを意味する場合、（2）額髪（ひ
たひかみ）・瘧病（わらはやみ）・廃朝事（ハイテウのこと）などの名詞（又は名詞相
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当語）の後ろに付いて、ただ…だけという限定を示す場合とに大別することができる。
「のみ（耳・而已）」は文末に位置し、限定を示すと共に強く言い切る場合に用いられ
ている。『色葉字類抄』には「耳マクノミ」（黒川本　中マ辞字94ウ１）しか載っていないが、
『高山寺本古往来』（注４）には「耳」に「ノミ」の付訓例がある。又、『興福寺本大慈恩寺
三蔵法師伝古点』（注５）には、「而已」に「ノミ」の付訓例がある。本稿では、両者共に
「ノミ」と読むことにする。次に、それぞれの具体例を挙げる。
１．副助詞「ばかり（許　234例・計　３例）」
Ａ．「ばかり（許）」 （1）227 例　　（2） ７例
（1）大体それくらいであることを意味する場合（227例）
○未三剋許退出　申時許資平自左府示送云 （長徳３．５．18 132下）
○大外記善言朝臣云　昨夜半許 依召参内 （寛弘２．11．14 206上）
○権僧正観修　大僧都明豪等童子闘乱　僧正童子臂二三分許切
（長保元．７．28 145下）
○仁王会料物事問大弁　皆具米今二十石許不足 （長和５．５．６　434上）
○追度承明門前並御前之間　失烏帽者十余人許 （長和２．７．29 337上）
○飛礫十度許云云 （寛弘９．５．24 270下）
○臨見池頭　泉沸出如昨　少許令掘底土　水彌沸出 （長和２．２．13 310下）
（2）ただ…だけという限定を示す場合（７例）
この場合の「ばかり」（許）は、陳述副詞「ただ」（唯・只）と一緒に用いられている
もの（４例）とそうでないもの（３例）とがある。
○昨夜二品女親王　不使人知密親切髪云云　（中略） 又云　是非多切　唯額髪許云云
（天元５．4．９　20下）
○邪気悉移人　只瘧病許発給之由　被奏問云云 （寛弘９．６．11 277下）
○（巳剋許乾方有火）就中貴薬尽以焼失　只雄黄二升許出云云
（長和３．３．13 370下）
○皆是 人　未被参詣之前　於出立所儲饗饌　求子許舞 （長和３．４．27 380上）
Ｂ．副助詞「ばかり（計）」 ３例
「ばかり」（計）は名詞や助動詞の付いた動詞の後ろに付いて、…だけという限定を表
している。具体例は、次のとおりである。
○彼是卿相議云　一昨降雨計也　有庭湿歟 （寛弘２．２．25 179下）
○昨参入卿相中納言行成　参議経房　道方　通任　公信者　諸卿計也
（長和３．６．８　391下）
○今日雨脚不止計也　無八省行幸歟 （長和２．９．11 352下）
このように、「ばかり」（計）には、許に見られた（1）大体それくらいであることを意
味する場合の用法は見当たらない。
２．副助詞「のみ（而已　42例・耳　62例）」
「のみ（而已・耳）」は文末に位置している。動詞（助動詞の付いたものも含む）・形
容詞・名詞・代名詞ほかの後ろに付いて、限定を示している。それぞれの具体例をいく
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つか挙げる
Ａ．「のみ（而已）」 （42例）
○又見故殿御記　仍不用舞踏而已 （寛弘９．４．27 260下）
○信心念仏之外　可無他計而已 （長和５．６．23 449下）
次の２例のように、陳述副詞「ただ（只６例・唯１例）」と一緒に用いられているもの
もある。
○只是貪欲之甚而已 （長和３．12．22 414下）
○造宮事未有定　何早有競馬之興哉　唯以目而已 （長和３．５．16 387下）
Ｂ．「のみ（耳）」 （62例）
○仍令披露所労不詣向耳 （寛弘９．６．18 280上）
○今日左相府三十講結願　披露物忌由不参入　世間不静之比　老人奔走太以無益之故耳
（長和５．５．25 442上）
次の例のように前記而已と同じく、陳述副詞「ただ（只）」と一緒に用いられているも
のがある。
○予為雅楽寮別当　一分有其故　但是古体事也　只内致愚忠耳
（長和２．７．16 332上）
以上、副助詞「のみ（而已・耳）」は全て文末に位置し、限定を示している。而已と耳
とで、用法上の差は見られない。
五　終助詞
本文献における終助詞は、「か（歟）」と「や（乎・哉）」である。『色葉字類抄』には
「歟ヨ・カ」（前田本　上カ辞字101ウ１）とあるが、「や」は載っていない。『類聚名義
抄』（注６）には、「乎カ・カナ・ヤ」（仏上83－７）とある。『高山寺本古往来』には、「
（歟の俗字）」に「カ」、「哉」に「ヤ」の付訓例がある。本稿では、歟を「か」、乎・哉を
「や」と読むことにする。
１．終助詞「か（歟）」 （556例）
終助詞「か（歟）」は、その前に位置するものが動詞（助動詞が付いたものも含む）
431例、形容詞53例、名詞）33例、数詞３例、形式名詞「事・所」25（３＋22）例、連
語「非（あらず）」３例・「了（をはん）１例、「依…」（…による―原因・理由を示す場
合）38例、「縁…」（…による―原因・理由を示す場合）２例、副助詞「ばかり」（許）３
例、接尾語「…しがたし」（難）14例などがある。構文としては、「是…歟」（これ…か）
８例、「若是…歟」（もしこれ…か）４例、「蓋是…歟」（けだしこれ…か）３例、「疑是…
歟」（うたがふらくは…か）１例、「定…歟」（さだめて…か）10例、「唯…歟」（ただ…
か）１例、「必…歟」（かならず…か）11例、「…歟　将…歟」（…か　はた…か）４例、
「…歟如何」（…かいかん）11例などが注目される。「か」は疑問を示している。次に、そ
れぞれの具体例を挙げる。
○仍豊明節会　破御物忌有御出歟 当時正月又御依忌月也　今年節会猶可有御出歟
（長和３．11．22 406下）
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○未御出之前　甚雨之時無被行旬儀之例歟 （長和３．６．７　391上）
○読奏日大臣座北面歟東面歟等事也 （寛弘８．正．13 213上）
○申今明堅固物忌之由　計之御心喪等間事歟 （寛弘８．７．７　225上）
○左大臣可上表云云　縁夢想告　俄所被思企歟 是近江守知章説也
（長和２．３．４　315下）
○一巡後左府退出　未羞 飩之前録　依及深更歟 （寛弘２．正．２　169上）
○資平云　主上御目猶不御覧　就中［是］一両日悩御令臥給　座主御修善間　前々必有
悩御気　左相云　若是御邪気之相剋歟 （長和５．閏６．24 456上）
○諸僧自大極殿東西壇上参　講読師亦同　無音楽　蓋是御国忌月歟 天暦九年以後例歟
（長和２．正．８　298上）
○主上御目彌倍御　（中略） 其間調伏御邪気　万人所不許　疑是霊物謀略歟
（長和５．閏６．12 453下）
○今夕有被催和歌御消息　令申不堪　定有不快之色歟 （長保元．10．28 155下）
○常陸陸奥等守兼官例多　就中満仲是本馬権頭　唯可賜兼字　歟
（天元５．３．５　15上）
○御馬解文　先内覧左府　而被坐法性寺之間如何　上卿必可有思慮歟
（長和２．８．16 344下）
○諸卿徘徊云　可候御後歟 将可候御前歟 （長和２．正．10 299上）
この型は、「将」（はた）を介して選択（Ａか　それともＢか　の意）を表している。
「か」自体は疑問というよりは、迷いを示している。
○又上卿行雑事之処　必弁以下候者也　源納言例所不慥聞　若彼時他弁等各有故障歟如
何 （長和３．４．16 376下）
以上の例から、「か（歟）」は「もし（若）」―ひょっとしての意、「けだし（蓋）」―疑
いながらの推量、「さだめて（定）」―きっとの意、「かならず（必）」―確かにの意、な
どの陳述副詞や、ク語法「うたがふらくは（疑）」―疑うことはの意、と一緒に用いられ
て、種々の意味合いを表している。
２．終助詞「や（乎・哉）」（179例）
Ａ．終助詞「や（乎）」 （148例）
「や（乎）」はその前に位置する語として、動詞（助動詞の付いたものも含む）41例・
形容詞６例・接尾語「…難（しがたし）」１例・名詞27例（何事26例）・代名詞（何６
例・誰８例）などがある。構文として注目されるのは、前記「か（歟）」と共通する「是
…乎（これ…や）」・「若…乎（もし…や）」２例・「只…乎（ただ…や）」１例・「必…乎
（かならず…や）」２例・「…乎　将…乎（…や　はた…や）」３例・「…乎如何（…やい
かん）８例のほかに、「乎」独自の次の型が見られることである。「豈…乎（あに…や）」
４例、「況…乎（いはむや…や）」１例、「何況…乎（なにかいはむや…や）」３例、「…乎
否（…やいなや）」14例の三つである。「や」は主として疑問を示し、「何」や「誰」と
共に用いて反語を表す場合がある。以下に、それぞれの具体例を挙げる。
○予答云　外記仰下歟　（中略） 非外記不可仰歟　蔵人方不可仰乎
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（長２．３．９　316上）
○猶先被行攘災事宜乎 （寛弘２．11．11 205下）
○祭日雖無他弁有何事乎 又於有他弁　又有何事乎者 （長和３．４．16 376下）
このように「有何事乎―なにごと（の）あらむや」26例は、すべて反語を表している。
○即令申返事　所在之牛二頭也　一頭灸治　今一頭甚短小　不可当彼料　若可奉時　兼
有仰事　殊労飼者也　而忽有庫此仰　何奉仕乎 （永観３．４．20 65下）
上記の「何（か）奉仕せむや」のように、「何」６例は反語を示している。
○又於慈徳寺　可被供養　八万四千泥塔　其事以誰可令奉修乎（永延２．８．７．76下）
○被差堪事之四位五位二十人　是何由乎 （長和３．４．19 378上）
○左府所被奏　而上 申故障　若可参入乎者 （長和２．９．15 353下）
○今日駒迎　只可遣乎 大破子等者 （長和３．12．９　411下）
○今日重来云　上達部禄必可儲乎者 （寛弘８．７．１　223上）
○相府云　次第者不可仰乎 将猶可迎乎者 （長和２．３．27 322下）
○案内相撲事　命云　可有乎可無乎如何 （長和３．２．19 368上）
○但朝定夕変　猶難一定　於吉事可無改　況凶事乎 （寛弘８．７．17 228下）
上記の「況凶事乎」は、「況（むや）凶事（においてを）乎」と訓読する。
○仍不可申慶賀於所所之由　有左府命　仍只奏内不啓皇后宮東宮　何況陣外乎 （長和
２．７．15 331上） この例の「何況陣外乎」は、「何か況むや陣（の）外（におい
てを）や」と訓読する。
○又右衛門督是廷尉　異凡人　近来気色猶似追従　一家家風豈如此乎 （長保元．10．
28 155下） この例の「豈如此乎」は、「豈此（の）如（けむ）乎」と訓読する。
○右大臣可有拝礼乎否由　以左衛門督取案内 （長和２．正．２　296上）
この例の「可有拝礼乎否由」は、「拝礼有（る）可（き）乎否
いな
（やの）由
よし
」と訓読し、
「…するかしないか」という意味である。
Ｂ．終助詞「哉（や）」 （31例）
終助詞「哉（や）」は名詞「何事」６例ほか、代名詞「何」２例ほか、動詞（助動詞の
付いたものも含む）などと共に用いられている。構文として注目されるのは前記２．の
乎の場合と同じく、「若…哉―若し…せ（む）哉」２例、「況…哉―況（むや）…（にお
いてを）や」１例、「何況…哉―何（か）況（むや）…（においてを）や」５例、「…哉
否－…する哉否（や）」３例などである。「哉」の用法は主として疑問であり、他の語と
共に用いられて反語を示す場合がある。
○大臣思慮云　自本陣参上有何事哉 （長和２．正．14 302上）
この「有何事哉」は「何事（の）有（らむ）哉」と訓読し、全体は反語である。
○造宮事未有定　何早有競馬之興哉 （長和３．５．16 387下）
この「何早有競馬之興哉」は「何（か）早（く）競馬の興有（らむ）哉」と訓読し、
どうして…なのかという疑いを示している。
○左府命云　前宮宮法事　若有可奉仕之事哉者 （長保元．12．12 163上）
○相府座間　諸卿饗応　退有誹謗歟　況万歳後哉 （長和２．２．25 313下）
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○上達部依左府命献和歌　往古不聞事也　何況於法王御製哉 （長保元．10．28 155
下） この「何況於法王御製哉」は「何（か）況（むや）法王（の）御製（に）於
（いてを）哉」と訓読する。
○四条大納言消息云　去夕亥終参中宮　子二剋平産　明日可参哉否 報不可参由
（長和２．７．７　328下）
以上、二つの「や（乎・哉）」は、用法の共通するものが四つ（若…や、況…や、何況
…や、…や否）あるが、「豈（あに）」（陳述副詞）と呼応する「や」は、「乎」のみであ
る。
六　まとめ
本文献における文字として表記された助詞（一部の連語を含む）は、当時の和文に比
べると種類も用法も限られたものである。格助詞は「より（自・従）」・「と（與）」・
「に（於・于）」、連語「にして（於）」の４語、係助詞は「は（者）」１語、接続助詞は
「ながら（乍）」・「て（而）」・「ば（者）」の３語、副助詞は「ばかり（許・計）」・「の
み（而已・耳）」の２語、終助詞は「か（歟）」・「や（乎・哉）」の２語、異なり語数12
である。尤も、本稿では格助詞「の（之）」を扱っていないが、これを含めても13語で
ある。これらの中で漢文訓読語の用法として特に注目せられるのは、副助詞「のみ（而
已・耳）」の文末用法である。
本稿は『小右記』全体に対して、年数で55年中33年（60.0％）、分量にして1177ページ
中457ページ（38.8％）の調査であるが、助詞の異なり語はこれでほぼ出揃っていると考
えられる。後は述べ語数の点と、考察・分析をもっと丁寧にすべき点とが今後の課題で
ある。
注１　『小右記』一は、臨川書店発行（1973年）のものを使用した。
２　『色葉字類抄』は、中田祝夫・峯岸明編『色葉字類抄研究並びに索引本文索引編』、
風間書房発行（1964年）のものを用いた。
３　『古本節用集』（饅頭屋本）は、中田祝夫著『古本節用集六種研究並びに総合索
引』、勉誠社発行（1979年）のものを用いた。
４　『高山寺本古往来』は、高山寺典籍文書総合調査団編『高山寺本古往来　表白集』、
東京大学出版会発行（1972年）のものを用いた。
５　『大慈恩寺三蔵法師伝古点』は、築島裕著『興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝古点の
国語学的研究　索引篇』、東京大学出版会発行（1966年）のものを用いた。
６　『類聚名義抄』は、正宗敦夫編『類聚名義抄』第一巻・第二巻、風間書房発行
（1970年）のものを用いた。
（しみず　のりこ／本学助教授）
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